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Euro Planet Society年次総会と同時開催
惑星科学と惑星ミッションに関連する科学分野を網羅:58セッション
口頭発表:1062件、ポスター発表:876件、ワークショップ、パネルディスカッション
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会場中央ホール
参加者：52カ国､1730名

日本：52名

ジュネーブ国際会議センター

＜会 場＞



2. プロ-アマ・コラボレーションの促進
何百人ものアマチュアは定期的にプロと仕事を共有し、非常に貴重なデータをプロ
に提供しています。これは、プロが観測リソースにアクセスする競争の激化に直面し
ている時に非常に貴重です。さらに、アマチュアのネットワークは、観測を必要とする
太陽系オブジェクトで発生する新しいイベントに非常に短時間で反応して、プロの
望遠鏡と共にグローバルな観測キャンペーンに貢献できます。
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＜セッション解説（抜粋）＞ 【プロ-アマ･コラボ】

1. アマチュアのレベルアップ
アマチュア天文学はここ数年で劇的に進化しました。今日やる気のあるアマチュア
は、彼/彼女の裏庭の機器と利用可能なソフトウェアで、異なる波長で高解像度
の惑星画像を取得することができます（多くのプロの天文台が15年前に達成でき
たレベルよりも優れています）。

Professional-Amateur collaborations in small bodies, terrestrial and giant 
planets, exoplanets, and ground-based support of space missions

プロ-アマチュア・コラボレーション ～ 小天体、地球型惑星・巨大惑星、太陽系外惑星、
スペースミッションの地上ベースサポート における (口頭発表:12、ポスター:8)
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3. プロ-アマ・コラボレーションによる成果の公開
一部の経験豊富なアマチュアは、プロの要件を満たすデータを分析するための高
度な方法を使用し、それによりプロとの定期的かつ緊密な共同作業を促進してい
ます。多くの場合、これは査読付き科学雑誌に結果を公開することにつながります。
例えば、木星・土星・海王星または金星の惑星気象、流星体またはホウ化物が
木星に衝突する現象などの研究が含まれます。
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＜セッション解説（抜粋）＞ 【プロ-アマ･コラボ】

4. 惑星探査機におけるプロ-アマ・コラボレーション
2016年7月以降、NASAの木星探査機:Junoは、接近したフライバイを伴う一
連の長い楕円軌道から木星の内部構造を探索します。 NASAは木星の大気力
学を理解するために巨大惑星を観測するアマチュアと協力しています。Junoとアマ
チュアの共同作業は、Junoに搭載されているビジュアルカメラ:JunoCamにリンク
されています。アマチュアがエキサイティングな機会を示し、それがJunoCamからの
高解像度観測の計画に使用され、木星の大気力学に関する知識を高めるユ
ニークなデータセットを提供します。

プロ-アマチュア・コラボレーション ～ 小天体、地球型惑星・巨大惑星、太陽系外惑星、
スペースミッションの地上ベースサポート における (口頭発表:12、ポスター:8)



【プロ-アマ･コラボ】

*AGU : American Geophysical Union（アメリカ地球物理学連合）
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AGU* Fall Meeting 2019    9-13  December 2019    San Francisco, CA

アマがフレーク発見
追跡観測・解析

アマ:4名

プロが注目、解析



＜プログラム（一部）＞ 【海外アマとのコラボ】
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アマ5名でコラボ
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プレゼンテーション 表紙

EPSC Abstract
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＜プレゼンテーション資料＞ 【海外アマとのコラボ】

GRSフレークが Juno PJ18画像で
注目されるようになる2週間前に
アマチュアがGRSの異常をキャッチ
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Clyde Foster (South Africa)
“The Great Red Spot in 2019 and its unusual interaction with retrograding vortices” 

＜口頭発表＞ 【海外アマとのコラボ】
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Andy Casely (AUS）
“Amateur mapping of Jupiter's southern high latitudes to support JunoCam between Perijoves 12-15” 

＜口頭発表＞
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Clyde Foster John Rogers
(BAA Jupiter section, UK)

Leigh Fletcher
(Univ. Leicester, UK)

＜ポスター発表＞
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Clyde Foster John Rogers Andy Casely

＜ポスター発表＞
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左から
Barry Adcock (AUS）
John Sussenbach (NLD）
Glenn Orton (JPL, USA)
Andy Casely
Gerald Eichstädt (GER）
Julia Eichstädt

Clyde FosterAndy Casely Glenn Orton

＜スナップショット＞

RAS Juno 2018 (London), EPS
と殆ど同じ顔ぶれ
RAS : Royal Astronomical Society
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左から
Jean-Luc Dauvergne (SAF, FRA）
Clyde Foster
Marc Delcroix (SAF, FRA）

左から
Clyde Foster
Glenn Orton
Candice Hansen (PS Institute, USA)
John Rogers 
Gerald Eichstädt
Leigh Fletcher

＜スナップショット＞
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左から
Clyde Foster
Padma Yanamandra-Fisher (SS Institute, USA）
Andy Casely

左から
Teresa del Rio-Gaztelurrutia (Univ. Basque）
Clyde Foster
Agustin Sanchez-Lavega (Univ. Basque）
Ricardo Hueso (Univ. Basque, ESP）

＜スナップショット＞
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左から
Clyde Foster
Michael H. Wong (UC Berkeley, USA) 
Glenn Orton

Scott Bolton
(Juno project, USA)

Clyde Foster

Clyde FosterImke de Pater
(UC Berkeley, USA)

＜スナップショット＞
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左から
Christophe Pellier

(SAF, FRA)
Glenn Orton
Andy Casely
Michael Wong
John Rogers
Clyde Foster

左から
Gerald Eichstädt
Constantin Sprianu (ROU）
Ricardo Hueso
Marc Delcroix

＜スナップショット＞
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皆さんも国内外、プロ・アマを問わず
コラボしてみませんか？

刺激的で充実した日々が待っています。

by Shinji Mizumoto @ALPO-Japan (2019.12.22 月惑星研究会 例会)

具体的にはどうすれば？：情報収集 & 情報発信 → 自分の意見
⚫ 観測報告（月惑,OAA,PVOL,BAAなど) → 世界で活用
⚫ 月惑メーリングリストで発信（情報、質問、意見交換など）
⚫ メールで発信（特定の個人と情報・意見交換）
⚫ SNSで発信 & 収集（FB:BAA JS,PACA Jupiter）
⚫ 例会、木星会議、学会（国内外）などで発表

情報発信すれば反響・反応があるはず

以上


